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障
が
い
年
金
受
給
者（
１
・
２
級
）や
生
活

保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

免
除
対
象
と
な
る
要
件
に
該
当
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

障
が
い
基
礎
年
金
等
の
障
が
い
年
金
１
・

２
級
を
受
給
し
て
い
る
人

②�

日
本
国
籍
を
有
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
人

③
国
立
保
養
所
等
に
入
所
中
の
人

※
こ
の
期
間
に
つ
い
て
の
老
齢
基
礎
年
金
の

額
は
２
分
の
１
で
計
算
さ
れ
ま
す（
平
成
21

年
４
月
以
後
の
免
除
期
間
）。

※
生
活
扶
助
以
外
の
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
人
、
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
外
国

籍
の
人
は
、
法
定
免
除
に
該
当
し
な
い
た
め
、

免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
一
般
の
免
除
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
理
由
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
際
に
必
要
な
も
の

〇�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
写
真
付
き

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

〇�

障
が
い
基
礎
年
金
等
の
受
給
開
始
日
が
分

か
る
書
類（
年
金
証
書
等
）

〇
生
活
保
護
受
給
証
明
書

問�

い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
国
民
年
金
・
医

療
費
担
当（
１
階
④
番
窓
口
）

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミニ知識

国
民
年
金
保
険
料
の

法
定
免
除
制
度

お
知
ら
せ

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て

整
備
し
ま
し
た

　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
横
手
台
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
助

成
金
を
受
け
て
、
夏
祭
り
に
使
用
す
る
ス
テ

ー
ジ
や
ぐ
ら
を
整
備
し
ま
し
た
。

問�

い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
権
推

進
・
市
民
活
動
担
当

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る

補
助
制
度

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐

震
診
断
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対�

象
建
築
物
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
木
造
建
築

物
で
、
５
０
０
㎡
以
下
の
建
築
物

問�

い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
建
築
指
導
・
開

発
指
導
担
当

住
民
票
の
写
し
等
の

「
本
人
通
知
制
度
」
登
録
受
け
付
け
中

　
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、

事
前
登
録
し
た
人
に
交
付
し
た
こ
と
を
通
知

す
る「
本
人
通
知
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通�

知
す
る
内
容
　
交
付
年
月
日
、
交
付
し
た

証
明
書
の
種
別
、
通
数
、
交
付
請
求
者
の

種
別（
代
理
人
・
第
三
者
）

登�

録
手
続
き
　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証

等
）を
お
持
ち
の
上
、
直
接
左
記
ま
た
は

各
出
張
所
へ

問�

い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
担
当（
１
階
②

番
窓
口
）

確
定
申
告
は
、

「
ご
自
宅
か
ら
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
令
和
４
年
分
の

確
定
申
告
は
、
税
務
署
に
行
く
手
間
が
か
か

ら
ず
、
好
き
な
時
間
に
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
自
宅
等
か
ら
申
告

で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
の
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
川
越
税
務
署
☎
０
４
９－

２

３
５－

９
４
１
１（
音
声
自
動
案
内
）

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
事
業
者
向
け
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
10
月
か
ら
各
月
２
回
程
度
、
川
越
税
務
署

で
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始

す
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
説
明
会（
事
前
予
約
制
）を

実
施
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
川
越
税
務
署
☎
０
４
９－

２

３
５－

９
４
４
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

在
宅
歯
科
医
療
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
や
体
の
不
自
由

な
人
な
ど
、
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
な

人
を
対
象
と
し
た
支
援
窓
口
で
す
。
入
間
郡

市
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
師
が
、
訪
問

診
療
に
伺
い
ま
す
。

　
歯
や
口
の
悩
み
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に

左
記
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
飯
能
・
日
高
地
区
在
宅
歯
科

医
療
支
援
窓
口

　
☎
０
９
０－

４
３
９
６－

８
０
２
０

　�（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
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シリーズ“どうする？「空き家」”
～我が家を困った空き家にしないために～

問い合わせ　都市計画課計画推進・企業誘致・住宅政策担当

第９回　空き家の活用②
�����������「空き家をまちづくりに生かす」
日高市空家等対策協議会委員
東京大学先端科学技術研究センター　後藤智香子

　空き家は、適切に管理されない場合、防犯性の低
下や街並みの崩壊など地域に負の影響を及ぼします
が、適切に管理・活用されれば地域の資源になる可
能性があります。
　近年では、空き家を住まい以外にも、地域のまち
づくりの活動拠点として活用する取り組みが増えて
います。
　具体的には、コミュニティカフェや高齢者サロン、
子育てサロン、多世代交流拠点、子ども図書館、子
どもの居場所・遊び場、地域活動拠点、コワーキン
グスペースなどの活用事例があります。新築ではな
く、空き家をまちづくりの活動拠点として活用する
メリットとしては、大幅にイニシャルコストを低く
抑えることができ、DIYで気軽に取り組める点、資
源やエネルギーの消費を抑えられる点、空き家が地

域のなかで培ってきた価値や環境を継承することが
できる点などが挙げられます。また、いわゆる「公
共施設」とは異なり、拠点の運営の担い手の活動方
針に応じて、柔軟に活用できることも魅力でしょう。
　活用の担い手としては、自治会や町内会、地域の
趣味のサークル、子育てグループ、NPO法人やボ
ランティアグループ、それらの連携組織などがあり、
経営方針も、ボランティアベースからコミュニティ
ビジネスとして十分成立するものまで存在します。
　このように、空き家を活用したまちづくりの活動
拠点は、活用内容や空間の状況、担い手の活動方針
や経営方針に応じて多様です。地域のなかに多様な
まちづくりの活動の場がある
ことは、さまざまな人々の居
場所を創出し、「住みやすさ」
にもつながると思います。

～
わ
が
家
で
安
心
な
療
養
生
活
を
～

在
宅
医
療
連
携
拠
点
は
ん
の
う

　
安
心
し
て
在
宅
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

本
人
や
家
族
か
ら
在
宅
医
療
・
療
養
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

〇
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
し
た
い

〇
退
院
後
、
在
宅
療
養
が
心
配

〇
か
か
り
つ
け
医
を
探
し
た
い

期�

日
　
月
曜
日
～
金
曜
日（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

費
用
　
無
料

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　�

在
宅
医
療
連
携
拠
点
は
ん
の
う（
飯
能
市

大
字
双
柳
３
７
１－

１
３
　
飯
能
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
☎
０
４
２－

９
７
８－

５
７
９
１

成
年
後
見
な
ん
で
も
電
話
相
談

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
、

利
用
を
考
え
て
い
る
人
の
疑
問
に
、
後
見
の

実
情
に
詳
し
い
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
が
電
話
で
直
接
お
答
え
し
ま
す
。

日�

時
　
10
月
22
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

費
用
　
無
料

申�

し
込
み
　
不
要（
直
接
☎
０
４
８－

８
４
５

－

３
１
８
５
へ
※
当
日
の
み
）

問�

い
合
わ
せ
　
県
地
域
包
括
ケ
ア
課

　
☎
０
４
８－
８
３
０－

３
２
５
１

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

プ
ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
お
店
で
す
。

例
え
ば
…
配
送
、
移
動
販
売
、
送
迎
・
出
張

サ
ー
ビ
ス
、多
目
的
ト
イ
レ
設
置
店
、防
犯・

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
お
近
く
の
プ
ラ
チ
ナ
・
サ
ポ

ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
県
地
域
包
括
ケ
ア
課

　
☎
０
４
８－

８
３
０－

３
２
５
６

飯
能
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
職
員
な
ど
を
名
乗
っ
て
、「
医
療

費
の
払
戻
金
が
あ
る
」「
介
護
保
険
の
払
戻

金
が
る
」
等
の
電
話
に
出
て
、
相
手
に
言
わ

れ
る
が
ま
ま
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
、
操
作
さ

せ
ら
れ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
還
付
金

詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
や
保
険
料
の
払
戻
金
の
手
続
き
を

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
手
続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
携
帯
電
話

か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
等
の
言
葉
が
出

た
ら
、
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。
そ
の
よ
う
な
電

話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
電

話
を
切
っ
て
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
飯
能
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
９
７
２－

０
１
１
０
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